
 

GSA2014メキシコ実地研修「静岡県トレセン(U-12)選抜海外遠征」実施要項 

1 目 的 

   2012年、2013年静岡県において、GSAテクニカル・ディレクーのヘスス・ラミレ

ス氏の指導により、多くの選手・指導者(4種中心)が、育成指導方法について受講

するとともに、教育論・異文化論等について研鑽した。    

2014 年度については、3 年目の総まとめとして、現地(メキシコ)にて実地研修を

することにより、指導者のより一層の資質向上を目指す。また、交流試合・指導者

研修を実施するなど、クラブ施設等を訪問し、現地での指導育成についてのノウハ

ウ吸収と、異文化理解・国際交流の推進を図り、その成果を静岡へ持ち帰り、広範

囲に渡り伝達する。 

2 期 間 

 ・2014年 7月 23日(水)～8月 2日(土)メキシコ現地宿泊 9日間 

3 訪問先 

  ・メキシコ合衆国（メキシコシティ）MFA推薦のサッカークラブ等。 

4 受入先 

 ・メキシコ協会のテクニカルディレクター「ヘスス・ラミレス氏」の紹介及びメキシ

コサッカー協会の推薦による名門サッカークラブ等。 

5 主催・主管・後援・協賛・協力 

 ◇主 催:静岡ゴールデンサッカーアカデミー実行委員会 

 ◇主 管:一般財団法人静岡県サッカー協会 

 ◇後 援:公益財団法人静岡県国際交流協会 

 ◇協 賛:アディダスジャパン株式会社 

 ◇協 力:静岡県サッカー協会エコパハウス 

6 派遣対象者・・35名(選手 18名、役員・指導者 17名) 

役 職 備 考 

団  長       静岡県サッカー協会副会長 

副団長      静岡県サッカー協会 4種少年委員会会長 

統括責任者    静岡県サッカー協会ユースダイレクター 

総監督     静岡県サッカー協会技術委員長 

監  督      静岡県サッカー協会 4種東部支部技術委員長 

コーチ 静岡県トレセン(U-12)指導者 

主  務 静岡県トレセン(U-12)GK指導者 

ドクター 渡邉病院(院長 渡邉一征先生)  

選  手      静岡県トレセン(U-12)選抜選手  18名 別紙 

研修指導者 4種推薦指導者・地域指導者・Jクラブ等 5名 

総  務       GSA実行委員会事務局 2名 

添乗員        GSA委託業者(JSP) 

通 訳        GSA通訳 



 

 ◇企画検討委員会で計画立案協議し実行委員会にて承認を得る。 

◇選手選考及び指導者選考については、別途選考方法の基準を設ける。 

7 経 費 

 参加者については、応分の負担をお願いする。(旅費、食費、保険等) 

8 旅行代理店業者選定条件について 

 ・ヘスス・ラミレス氏及びメキシコ協会等との事前交渉の出来ること。 

 ・現地受入に精通していること。 

 ・通訳業務、翻訳業務、航空券、現地移動手段手配等が円滑にできること。 

 ・チームに帯同し、現地でのコーディネートができること。 

(上記業務を遂行できる旅行代理店に依頼) 

9出発までの日程(案)について 

時 期 主な内容 

11月中旬 計画案作成、企画検討委員会開催           11/13 

12月上旬 静岡県との調整、旅行代理店との打ち合わせ      12/13 

2月中旬 実行委員会開催                   2/12 

2月下旬 現地下見調査(会場・宿泊・食事・緊急時対応等) 2/20～2/26   

3月中旬 選手選考等の案内文書発送              3/10 

4月上旬 

4月中旬 

派遣選手の選考会                ①4/5②4/19      

実行委員会委員会開催                   4/22 

 5月下旬 

5月下旬 

企画委員会開催                                      5/16 

保護者会の開催(エコパ会議室午後3時30分)          5/17                   

 6月上旬 

   下旬 

事業収支最終確認、指導者事前打合せ会議  

海外派遣選手・指導者等の関係手続及び詳細日程しおり作成 

 7月中旬 結団式兼壮行会(5風来館 8階 5風来ホール午後 4時～)   7/5         

参加者出発前打ち合わせ会議等 

 7月下旬 静岡発 メキシコ実地研修                            7/23～ 

8月 帰  国                                              8/2 

9月以降 報告・反省・まとめ・報告書作成 

10 その他 

○協賛・協力していただける企業。 

○国際交流に寄与できる内容検討。 

○事前に指導者が研修する事項を提出。(事前・事後のレポート作成) 

○現地でのアクシデントに対するリスクマネジメントのマニュアル作成。 

 

 


